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論文審査の要旨 

 

 申請者は、本邦の特定健診コホートである J-SHC コホート 664,926 名分のデータベー

スを用いて、慢性腎臓病（CKD）と脂質異常との関係に注目し、CKD が高トリグリセリ

ド（TG）血症、低 HDL コレステロール（HDL-C）血症の新規発症と、また、高 TG/HDL-

C 比の増悪と有意に関連していることを報告した。 

公聴会では、糸球体濾過量（GFR）ステージと尿蛋白量の相関に関しては、両者の間

の相関は有意ではなかったこと、尿蛋白量で群分けした時の脂質異常症の発症率との関

係に関する質問では、高度蛋白尿症例では高 LDL-C の発症が増加したこと、脂質を連続

変数として解析した場合の CKD との関連に対しては、脂質の変化は微々たるもので有

意な関係は認められなかったこと、また、説明変数を時間依存性変数とした解析を意義

に関しては、観察期間が短い参加者もおり、過剰調整の懸念から実施しなかったと回答

した。最後に、今回の結果を健診指導にどのように活かすのか、という質問対しては、

層別解析の結果から歩行習慣を設けることが推奨されうると回答した。 

今後の臨床において非常に有益な研究であり、公聴会の発表、質疑応答も併せて、学

位論文に十分に値すると思われた。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに腎臓病制御医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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